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児の、生後14ヶ月から生後31ヶ月までの資料
の分析を通して、ベビーサインの習得過程と
話し言葉の発達はどう関連しているか、及び、
そのサインの習得過程を通じて、母子間の関
わり方はどのように変化していくかの２点を
考察する。
結果と考察
１．Ａ児について
１）Ａ児のベビーサインを用いたコミュニ
ケーションの様相の変化
　ここでは生後16ヶ月から生後29ヶ月の間に
行われた家庭訪問時のエピソード記録、ビデ
オ撮影、母親への聞き取り調査から、ベビー
サインの使用の仕方の変化と話し言葉の発達
の様相について考察する。この期間に母子間
のコミュニケーションにおいて日常的に使用
されたベビーサインの種類についてはTable 
1に示す。
生後16ヶ月
家庭訪問時：ブドウを欲して“ブドウ”のサ
インをする。母親に促されてサインを使う。
執拗に催促されると、知っていても使わない。
母親談：ブドウを初めて食べ、おいしかった
問題
　ベビーサインを育児に活用している家庭の
調査のうち、心身の発達速度の異なる２名の
子どものベビーサインの働きや出現の仕方を
比較することにより、子どものコミュニケー
ションの発達におけるベビーサインの働きに
ついて２回にわたって考察している。第１回
では、この研究の方法として、採取した調査
資料の内容・手続きを提示し、さらにそのう
ちのKIDSに関する結果の考察を行った。対
象児Ａ、ＢのKIDSの結果から、心身の発達
については理解言語・表出言語・概念・対子
ども社会性・対成人社会性・運動・操作・し
つけ・食事の９項目全てにおいて、Ａ児の方
がＢ児よりも発達が早いことがわかった（赤
津, 2016）。
　Ａ児は母子間でのコミュニケーションの手
段として生後20ヶ月までベビーサインを主に
使用している。一方Ｂ児はベビーサインを生
後19か月から生後29ヶ月を中心として使用し
ている。
　今回は、①Ａ児の生後16ヶ月から生後29ヶ
月までの資料と、②Ａ児よりも遅れながらも
順番を踏んでベビーサインを習得していくＢ
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汽車については「ポッポ」と発語するが、車
体については“電車”のサインで示す。
母親に促されてサインをする（“ウサギ”“お
にぎり”“痛い”）。
母親談：自分で考えたサインがある（“太陽”
（きらきら両手を挙げて、手のひらを揺らす）・
“臭い”（鼻を摘まむ））。発語できる言葉はサ
インをしなくなったが、話せない事柄につい
てはサインで補っている。
生後20ヶ月
家庭訪問時：発語できる場合はサインを使わ
ない。発音が不明、幼児音である場合は母親
が言い直して矯正しようとする。
母親談：二語発話的サインが見られる（“もっ
と　ちょうだい”“バナナ　どうぞ”）
発語は幼児音ではなく一語ずつ明瞭に模倣し
て発声できるようになってきた（「パ・ト・
カー」）
生後21ヶ月
家庭訪問時：二語発話を話す（「〇〇バイバイ」
「アカ　ブーブー」）
母親談：忘れてきたサインもある。覚えてい
るサインは促されると使う。二語発話の例「パ
パ　コー」（父親に自分の座っているソファー
の隣に座るよう促す）。
生後22ヶ月
家庭訪問時：絵本に出てくる対象物のサイン
を、頁をめくるごとに自発的に明確に行う。
ラッパの絵を見てすぐにラッパの玩具を持っ
てくる。最近よく観ているというビデオのア
ニメーションを見ながら、象が登場する前に、
レゴ製の象をおもちゃ箱から取って来て、ビ
デオの象の動きのまねやサインをする。これ
らの行動は、対象物とサインとの一対一対応
ができていることを示しており、これは所記
と能記、内包と外延との関係がわかる概念化
ので“ブドウ”のサインをすぐに覚えた。バ
ナナ、イチゴも好物で、以前はサインをよく
使っていたが最近は使わないで「バー」（筆
者注：バーの意味は不明である）と言う。
生後17ヶ月
家庭訪問時：母親がサインを用いても発声
（ジャーゴン）で答えようとする。一語発話
をする（「パパ」「ママ」「パイパイ」）。
色名については「赤」「青」は理解し発語する。
青いボールについては、ボールはボールであ
り、青ではないと思っている。
生後18ヶ月
家庭訪問時：ボールの色については、赤・緑・
黄色を理解し、サインで示す。ブドウを食べ
ながら「バー」「ブドウ」と発語する。“ブドウ”
のサインとブドウを指さすことにより、ブド
ウをもっと欲しいことを表現する。母親が口
を拭こうとしても、いやな時は首を反らす。
生後19ヶ月
家庭訪問時：“バイバイ”をサインで示す。
「あいうえおの絵本」を見ながら発声する。
発音は「ア」「ウ」「オ」は明瞭だが、「イ」「エ」
「カ」「キ」は幼児音となる。
Table 1　日常的に使用された
ベビーサインの種類（Ａ児）
月齢 母子サイン 母のみサイン
16ヶ月 28 21
17ヶ月 34 9
18ヶ月 29 0
19ヶ月 12 0
20ヶ月 28 4
21ヶ月 14 1
22ヶ月 9 0
23ヶ月 17 2
24ヶ月 20 2
25ヶ月 3 0
26ヶ月 8 0
27ヶ月 2 0
28ヶ月 4 0
29ヶ月 0 0
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生後26ヶ月
家庭訪問時：母親が絵本の中の対象物をサイ
ンで示すように促すとサインをするが、その
他の場面ではサインはみられない。
母親談：幼児音はあるが、話し方が滑らかに
なる。「ママ来ルカナー来ナイカナ―」とい
うように、独り言を言って、自分で会話して
楽しんでいる。サインはかなり伝えたい時に
しか使わなくなった。
生後27ヶ月
家庭訪問時：母親が絵本の中の対象物をサイ
ンで示すように促すとサインをするが、その
他の場面ではサインはみられない。
母親談：相手が言ったことを正確に繰り返す
ことができるようになってきた。ABCの歌を
早口で歌うようになる。少し年齢の上の子ど
もと遊んだ後には言葉が上達するように感じ
る。乳児に“おっぱい”のサインをしてあげ
る。サインは乳児のするものと思っている。
生後28ヶ月
家庭訪問時：発音が明瞭になってきた。初め
て筆者の名前を呼ぶ。“チョウダイ”のサイ
ンのみする。母親が家庭訪問時に毎回見せて
いる絵本を見ることを嫌がる。
母親談：覚えた歌を歌うことが多い。人に対
して「何しているのかな？」の質問が増えた
（第二質問期）。
サインを習っていない子どもに対して、玩具
を貸してほしい時にサインを用いたが、相手
に通じないので不思議に思い、少し考えてか
ら「カシテ」と言った。アニメーションの中
のフレーズを完璧に言えるようになってきた。
生後29ヶ月
家庭訪問時：サインはみられない。
母親談：平仮名とアルファベットを全て読め
る。以前は難しい発音は身振りで表現しよう
や範疇化の初期の段階と考えられる。
母親談：最近は発達が著しいと感じている。
発語は車、動物、色に関する単語が多い。ベ
ビーサインを知っている子どもと一緒の時に
赤ちゃんを見て、その子どもと“赤ちゃん”
のサインをしていた。
生後23ヶ月
家庭訪問時：発語を多くするようになる。三
語発話をする（「アカ　ブーブー　チョウダ
イ」「ギュウニュウ　モット　チョウダイ」）。
発語と共にベビーサインをする（「ゾウサン　
ガオー」と言いながら“象”のベビーサイン
をする。）
母親談：サインは身振りとして会話の中に
入ってくるようになってきた。自分からは最
近はしないサインも、尋ねてみると覚えてい
て表せる。ハサミについてはサインも発語も
できないがＡ児は独自に「チョキチョキ」と
命名している。模倣が上手く手遊び歌をすぐ
に覚える。
生後24ヶ月
家庭訪問時：幼児音がみられる（例：歩く：「ア
クル」　いや：「ヤイ」　食べる：「パベル」）
母親談：サイン（“オイシイ”・“ヒコウキ”）
を使い、サインを知らない子どもとコミュニ
ケーションをとる。やってと頼んでもやって
くれない（第一反抗期）。手遊び歌が好きで
よく身振りをする。
生後25ヶ月
家庭訪問時：三語以上の発話をする。ヘリコ
プターは発音しにくいためサインで表す。
母親談：友達の名前を言えるようになる。高
い・低い、明るい・暗いがわかる。「イヤ」
と言うことが多い。相手に強く伝えたい時（食
べ物が欲しい時など）に、自然に発語とサイ
ンの両方を用いる。
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に関してはベビーサインを使用しなくなる。
未知の単語に関してはベビーサインを用いる。
20ヶ月：二語発話的ベビーサイン（２つの
組み合わせ）が見られる。21ヶ月：二語発
話を使う。自発的にはベビーサインを使用し
なくなる。二語発話的ベビーサインは使う。
このようにベビーサインは急速に言葉に置き
換えられていく。
　22ヶ月：車、動物、色に関する単語を集
中的に発するようになる。範疇化の意識が発
生したと考えられる。同様に絵本に描かれた
としたが、今は正確さが非常に低くても言葉
で言おうとする。
２）まとめ
　Ａ児のベビーサインと話し言葉の発現の過
程を表にまとめる（Table 3参照）。
　生後16ヶ月～18ヶ月：母親が既知のベ
ビーサインを使うように促しても、子どもは
ジャーゴンで応えようとする一方、新たに習
得したベビーサインは自発的に使用する。
19ヶ月：一語発話を使う。発語できる単語
Table 3　ベビーサインと話し言葉の発現の様相（Ａ児）
“　　”ベビーサイン「　　」発語
16ヶ月　　既知のベビーサイン＜ジャーゴン　　“イチゴ”より「バー」と発声する。
　　　　　新習得ベビーサイン
17ヶ月　　既知のベビーサイン＜ジャーゴン
　　　　　新習得ベビーサイン
　　　　　一語発話出現（パパ・ママ・パイパイ・・・）
18ヶ月　　既知のベビーサイン＜ジャーゴン
　　　　　新習得ベビーサイン
　　　　　ベビーサイン＋指さし“ブドウ”＋指さし（ブドウが欲しい意味）
19ヶ月　　一語発話中心
　　　　　独創的ベビーサイン＞未知の単語　　“太陽”“臭い”
20ヶ月　　二語発話的ベビーサイン“モット”＋“チョウダイ”、“バナナ”＋“ドウゾ”
21ヶ月　　二語発話中心「アカ　ブーブー」
　　　　　二語発話的ベビーサイン
22ヶ月　　車、動物、色に関する単語多い
　　　　　対象物とベビーサインの一対一対応、範疇化
　　　　　ベビーサインを知っている子どもとの意思疎通
23ヶ月　　三語発話中心「オウチ　ウミ　イク」
　　　　　発語と共にベビーサイン「ゾウサン　ガオー」＋“ゾウ”
24ヶ月　　幼児音（語の転置等）「アクル」（歩く）
　　　　　手遊び歌好き
25ヶ月　　ベビーサインは切迫した場面のみ（発語と共に）食べ物が欲しい時など
26ヶ月　　話し方滑らか
　　　　　独語「　ママ　クルカナー　コナイカナー」
27ヶ月　　乳児に対してベビーサインを使用
　　　　　　　　ベビーサインは幼い子どものものだと思っている
28ヶ月　　第二質問期
　　　　　ベビーサインを相手が理解できないとわかるとその単語を発する。
　　　　　　　　“カシテ”→「カシテ」
29ヶ月　　平仮名、アルファベット全て読める。
　　　　　ベビーサインは使わない
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シテ」と発語する。29ヶ月：平仮名、アルファ
ベットを全て読むことができ、ベビーサイン
は使わない。話し言葉が生活の中心になると、
ベビーサインは話し言葉に対して副次的なも
のとなり、段々使われなくなる。
物とそのベビーサインと自分が所有している
実物（たとえばラッパ）が対応すると認識で
きるようになる。ベビーサインを知っている
子どもとサインを使って意思疎通する。範疇
化や概念化の確立が言葉への転換に対して重
要な関わりを持つのではないかと考えられる。
　23ヶ月：三語発話を使う。初めて発語と
共にベビーサインを用いる。（24ヶ月：幼児
音（語の転置）が見られる。）25ヶ月：ベビー
サインはほとんど用いないが、切迫した場面
では発語と共に用いる。26ヶ月：話し方が
滑らかになる。独語が見られる。三語発話が
生成されると、一語発話、二語発話も急速に
三語発話に置き換えられていく。
　27ヶ月：出会った乳児に「赤ちゃん」の
ベビーサインをする。ベビーサインは低年齢
的伝達手段と本人にも意識されるようになる。
　28ヶ月：第二質問期。「貸して」のサイン
をして、相手が理解できないとわかると、「カ
Table 4　家庭訪問時に母子が使用したベビーサインの発現個数
月齢
母／先行
同一
母／単独
母／子の
後
合計（母）子／自発
子／母発
語後
子／母対象
指さし後
子／母の
後
その他 合計（子）
14ヶ月 6 6 1 1 2
16ヶ月 3 3 0
17ヶ月 4 4 0
19ヶ月 1 13 14 1 1 2
20ヶ月 2 9 2 13 6 2 2 10
21ヶ月 1 5 1 7 1 1 1 3
23ヶ月 4 17 4 25 4 5 5 5 19
24ヶ月 5 12 10 27 11 1 5 1 18
25ヶ月 2 2 3 7 3 2 3 8
26ヶ月 4 7 2 13 4 4 8
27ヶ月 4 4 2 1 2 5
29ヶ月 1 1 1 1
30ヶ月 0 1 1
31ヶ月 0 1 1 2
Table 4の説明
母／先行同一；子のサインに先行して子どもの同一のサインを誘発したサイン
　単独　　　 ；母が単独に行ったサイン
　子の後　　；子のサインの後に母が示したサイン（子のサインと同一とは限らない）
子／自発　　；子の自発的に使用したサイン
　母発語後　；母の発語後に子が示したサイン
　母対象指さし後；母が対象を指さした後に子が示したサイン
　母の後　　；母のサインの後に子が示したサイン（母のサインと同一とは限らない）
Table 2　日常的に使用された
ベビーサインの種類（Ｂ児）
月齢 母子サイン 母のみサイン
14ヶ月 5 10
16ヶ月 6 15
17ヶ月 5 26
19ヶ月 12 8
20ヶ月 14 5
21ヶ月 14 12
23ヶ月 26 7
24ヶ月 31 7
25ヶ月 24 7
26ヶ月 24 5
27ヶ月 25 5
29ヶ月 26 8
30ヶ月 7 0
31ヶ月 7 0
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動車”“飛行機”のサインは視界に入ってい
るが、それに対するＢ児の反応はない。カー
テンに身体を隠して母子でイナイイナイバー
をして遊ぶ。母親は身体をカーテンに隠す時
に「バイバイ」と言いながら“バイバイ”の
サインをする。
　日常的に使用しているベビーサインの種類
については、生後14ヶ月の頃には、Ｂ児は
“もっと”“貸して”“ちょうだい”“おしまい”
“いただきます”の５つのサインを習得して
日常的に使用している。これらは、この回の
家庭訪問時には見られなかった。例えば“バ
イバイ”に関しては母親のみが使用している
（Table 2参照）。一方、この日初めて、Ｂ児
は“犬”のサインを使用した。
KIDS他：「ちょうだい」については、手に持っ
ているものをくれる（KIDS理解言語の結果）。
絵本の「ワンワン」は指させない（KIDS理
解言語の結果）が、実物の犬については「ワ
ンワン」と理解し、サインを使っている。犬
の範疇化が未熟な段階である。自分の名前が
呼ばれると「ハイ」と返事をする（KIDS表
出言語の結果）。身振りをまねし（遠城寺式
対人関係の結果）、喃語を使う（遠城寺式発
語の結果）、「ばいばい」や「さよなら」の言
葉に反応する（遠城寺式言語理解の結果）。
生後16ヶ月
家庭訪問時：母親は菓子を食べている時に“お
いしい”のサインを２回、頭部が物にぶつかっ
た時に“痛い”のサインを１回使用したが、
Ｂ児は全く使用していない（Table 4・5参
照）。この時期には日常的に、Ｂ児は“バイ
バイ”“ご馳走様でした”“おいしい”“ミルク”
“ネコ”“犬”の６種類のサインを使用してい
る。一方母親はこの他に15種類のサインを使
用している（Table 2参照）。生後14ヶ月時に
２．Ｂ児について
１）Ｂ児と母親とのベビーサインを用いたコ
ミュニケーションの様相の変化
　ここでは、生後14ヶ月から生後31ヶ月まで
のＢ児と母親とのベビーサインを用いたやり
取りの過程を家庭訪問時に得られた資料を中
心に分析考察する。この期間に母子間のコ
ミュニケーションにおいて日常的に使用され
たベビーサインの種類についてはTable 2に
示す。
　また、家庭訪問時に母子が使用したベビー
サインの発現個数をTable 4に、それらの内
容をTable 5に示す。
生後14ヶ月
家庭訪問時：母親は“電車”“自動車”“飛行
機”“バイバイ”のサインを単独に（母親の
サインの使用後のＢ児のサインの生起はなく
一方的に）、延べ６回使用し、Ｂ児は“犬”
のサインを、母親の「ワンワン」という名称
呼称後１回、その後自発的に１回使用してい
る（Table 4・5参照）。母親は、電車の積み
木で子どもと遊びながら「電車」と発語し、“電
車”のサインをＢ児に示す。絵本の中の自動
車や、犬、飛行機を見せながら、「ブーブ」、「ワ
ンワン」「プィーンプィーン」と発語し、“自
動車”“犬”“飛行機”のサインをＢ児に示す。
Ｂ児はただ絵本を眺めている。母親が“犬”
のサインをした31分後に窓の外を見ながらＢ
児は“犬”のサインをする。母親は「ワンワ
ンだね。それ（サインのこと）。ワンワンい
た？」と声を掛ける。Ｂ児はそれに対して
「ダーダー」と発語する。犬については、調
査日の数日前に祖母の家の犬と遊んだ経験が
あるとのことだった。母親の示した“電車”“自
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は母親のみが使用し、Ｂ児は自発的に用いて
いなかった“バイバイ”をＢ児も使用するよ
うになっている。
KIDS他：絵本の中の「ワンワン」は指さす
ことができる。簡単な指示に従うことができ、
身体部分の名称も２つ以上わかる（KIDS理
解言語結果）。ちょうだいの要求を理解する
（遠城寺式言語理解結果）。
生後17ヶ月
家庭訪問時：母親の使用したサインは“おい
しい”２回、“食べる”１回、“おしまい”１回
である。Ｂ児は全く使用していない（Table 4・
5参照）。日常的にはこの時期Ｂ児は“バイ
バイ”“おいしい”“食べる”“ネコ”“犬”の
５種類のサインを使用している。一方母親は
この他に日常的に26種類のサインを使用して
いる（Table 2参照）。
KIDS：「ありがとう」（Ｂ児の発声は「アット」）、
Table 5　家庭訪問時に母子が使用したベビーサインの内容
月齢 母のサイン 発現個数 子のサイン 発現個数
14ヶ月 電車 3 犬 2
自動車 1
飛行機 1
バイバイ 1
16ヶ月 おいしい 2 0
痛い 1
17ヶ月 おいしい 2 0
食べる 1
おしまい 1
19ヶ月 おいしい 4 お願い 1
おしまい 2 おいしい 1
バナナ 2 
リンゴ 1
イチゴ 1 
水 1
痛い 1
ちょうだい 1
ありがとう 1
20ヶ月 もっと 4 おいしい 8
おいしい 3 バイバイ 1
おしまい 2 もっと 1
痛い 1
バイバイ 1
犬 1 
掃除機 1
21ヶ月 パン 2 パン 1
おいしい 1 ダメ 1
ありがとう 1 ウサギ 1
どうぞ 1
ダメ 1
ジュース 1
23ヶ月 おいしい 4 パン 4
バナナ 2 おいしい 3
ごちそう様 2 豚 2
どこ？ 2 バナナ 2
おしまい 2 蛇 1
リンゴ 2 ウサギ 1
鳥 2 魚 1
カバ 1 リンゴ 1
蛇 1 蝶 1
魚 1 猫 1
本 1 バイバイ 1
豚 1 もっと 1
月齢 母のサイン 発現個数 子のサイン 発現個数
猫 1
バイバイ 1
食べる 1
もっと 1
24ヶ月 バイバイ 4 バイバイ 3
犬 3 花 2
鳥 3 鳥 2
花 3 猫 1
痛い 2 痛い 1
紙 2 紙 1
太鼓 2 太鼓 1
蝶 1 リンゴ 1
猫 1 電車 1
赤ちゃん 1 手を洗う 1
星 1 ごちそう様 1
電車 1
いただきま
す
1
リンゴ 1 パパ 1
手を洗う 1 不明 1
いただきま
す
1
25ヶ月 花 2 おいしい 3
ウサギ 1 花 2
おしまい 1 リンゴ 1
おいしい 1 太鼓 1
ごちそう様 1 ごちそう様 1
太鼓 1
26ヶ月 食べる 3 食べる 2
おしまい 3 花 2
バナナ 2
いただきま
す
1
ごちそう様 1 バナナ 1
おいしい 1 太鼓 1
花 1 オレンジ色 1
太鼓 1
オレンジ色 1
27ヶ月 電車 2 電車 3
おしまい 2 おしまい 2
29ヶ月 おしまい 1 もっと 1
30ヶ月 0 バイバイ 1
31ヶ月 0 食べる 1
リンゴ 1
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いしい？」と尋ねると“おいしい”のサイン
をする。｛これは何？｝とバナナを見せて尋
ねると、“バナナ”とサインで答える。「イナ
イイナイバー」と発語するようになった。父
親を「パーパッ」と呼ぶ。電車、バス、自動
車などの乗り物を総称して「デンタツ」と呼ぶ。
KIDS：怖いがわかる（KIDS概念結果）。
生後20ヶ月
家庭訪問時：二語発話的なジャーゴンが始ま
る。Ｂ児の自発的なサインとして、菓子を食
べながら“おいしい”のサインを５回、「（菓
子は）もうない」と述べる母親に対して“バ
イバイ”のサインを１回行っている。これは
菓子がもう存在しないことに対しての反応で
あり、ないことを“バイバイ”で表現してい
ると考えられる。母親に「もっと（欲しい
か）？」と問われ“もっと”のサイン、テレ
ビの中で歌われている歌の歌詞の中にアイス
クリームが出てきたので母親が“おいしい”
のサインをすると“おいしい”のサイン、と
いうとように母親のサインに促されて応答す
るサインが２回、「おいしい？」「おいしかっ
た？」という母親の言葉による問いかけに対
してサインで応答する場面が２回見られ、合
計10回のサインを行っている。前月よりも大
幅にＢ児の使用するサインが増加している
（Table 4・5参照）。
　この時期のＢ児は日常的に“もっと”“バ
イバイ”“おいしい”“食べる”“オムツ換えて”
“ミルク”“バナナ”“リンゴ”“パン”“イチゴ”
“ネコ”“ウサギ”“犬”“魚”の合計14種類の
サインを使用している（Table 2参照）。
母親談：オリジナルのサインとして“手を洗
う”が出現する。テレビ絵本に出てくる動物
を見るとそのサインをして母親に教える。対
象物とサインが一致してきたように思う。相
「どうぞ」（Ｂ児の発声は「ドウジョ」）と、
幼児音を用いて発語する（KIDS表出言語）。
生後19ヶ月
家庭訪問時：母親の使用したサインは、表
Table 5の９種類、延べ14個で、一方Ｂ児は“お
願い”“おいしい”の２種類である。母親は
絵本を見ながら果物類のサインをする。子ど
もに“リンゴ”と“食べる”のサインをしな
がら「食べる？」と尋ねるが反応はない。母
親が“イチゴ”のサインをするとＢ児は「イ
チゴ」のような発声をする。母親は「大好き
なイチゴはまた（今度）買ってあげる。バナ
ナは？」と尋ねる。Ｂ児が押し車を押して母
親の所に来ると、それが母親に当たってしま
う。母親は“痛い”のサインをする。そのま
まＢ児は台所へ行き、“お願い”のサインをす
る。母親は「バナナ食べたいの？」と言って
“バナナ”のサインをしてボールに入れたバ
ナナを手渡す。バナナを食べ終わった時点で
母親が「バナナおいしかった？」と尋ねると
“おいしい”のサインをする（Table 4参照）。
　今回の訪問では、それまでよりも母親はサ
インを積極的に使っている。自分の欲求を表
す“お願い”のサイン、相手の問いに答える
“おいしい”のサインが出現した。この時期、
乗り物の範疇化はなされてきているが、この
概念の外延はＢ児にとってはデンタツ（電車）
である。
　Ｂ児は日常的には“もっと”“バイバイ”“ど
うぞ”“おいしい”“食べる”“ミルク”“バナ
ナ”“リンゴ”“ネコ”“ウサギ”“犬”の11種
類のサインと、オリジナルのサイン“歯磨き”
を用いている。母親はこの他に８種類のサイ
ンを用いている（Table 2参照）。
母親談：言葉を聞いて、または物を見て、そ
のサインができるようになってきた。例；「お
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手から要求されたこと、相手の言っているこ
との理解はまだよくできない。
母親のことを「マンマ」と呼ぶ。
KIDS：暗いと明るい、昼と夜を理解してい
る（KIDS概念の結果）。
生後21ヶ月
家庭訪問時：絵本の中の乗り物をなんでも（例
えば救急車を）「デンチャ」と命名する。パ
ンを食する時に母親が“パン”のサインをす
ると真似して“パン”のサインをする。母親
から持ってくるように頼まれたテレビのリモ
コンを母親に手渡さず、Ｂ児は“ダメ”のサ
インをする。母親はそれに対して「ダメな
の？」と言いながらサインで応答する。布団
に横になった時に布団のウサギの模様を見つ
け、自主的に“ウサギ”のサインをする。母
親がＢ児の名前を呼ぶと「ハーイ」と返事を
する。明瞭な発語が出てきた。母親が示すベ
ビーサインに対して模倣したり、Ｂ児がベ
ビーサインを示すと母親がそれに対して同一
のベビーサインで返したりというやり取りが
見られた（Table 4・5参照）。
　日常的に母子の使用するサインは14種類、
母親のみが使用するサインは12種類である。
母親の使用するベビーサインの種類は最多の
生 後17ヶ月 の26種 類 に 次 ぐ 多 さ で あ る
（Table 2参照）。生後17ヶ月の時には母親が
ベビーサインを示しても、Ｂ児は無反応のこ
とが多かったが、この時期になると、母親が
ベビーサインを示すとＢ児が適切にベビーサ
インや身振りで反応するので、ベビーサイン
をＢ児とのコミュニケーションの手段として
積極的に用いることに母親自身が手ごたえを
感じているようである。
KIDS：絵本を読んでもらいたがり、物を持っ
てくるようにという指示に適切にこたえられ
るようになる（KIDS理解言語の結果）、三語
以上の言葉を使う（KIDS表出言語）、という
ように言語面でも進歩が見られる。
生後23ヶ月
家庭訪問時：母親が絵本に出てくる動物を順
番にサインで“鳥”“カバ”と示していく。
３番目の“蛇”については、Ｂ児はサインで
応答する。その後“ウサギ”“魚”などＢ児
から自発的にサインをし始める。リンゴの絵
の頁で母親が“リンゴ”のサインをすると、
Ｂ児は自発的に“リンゴ・おいしい”と二語
発話的なサインを示す。その後、母親も“本・
おしまい”という二語発話的サインを示す。
別の絵本を見ながら母親が口頭で「これは？」
と尋ねると“蝶”“猫”“パン”などのサイン
を示す。母親が口頭で「バナナね」というと
“バナナ”のサインをする。その後「バナナ
を食べる？」と言いながら母親が“バナナ”
と“食べる”のサインを示すと、Ｂ児はジャー
ゴンで応答する。さらにバナナを食べている
間に母親は「バナナおいしい？」と言いなが
ら“バナナ　おいしい”の２語発話的なサイ
ンをする。子どもはバナナを食べ終わるとお
いしかった（過去形）の意味で“おいしい”
のサインをする（Table 4・5参照）。この回
の家庭訪問では、母親とＢ児がお互いに流暢
にサインによるやり取りをしている様子が見
られ、また二語発話的なサインを自然に使っ
ている様子が見られた。さらに母親側がサイ
ンを伴わない言葉のみを発した場合に対して
もＢ児がサインで答えている場面がみられた。
母親談：テレビの子ども番組の歌を真似し、
また音楽に合わせて踊るようになってきた。
「電車」「バス」「靴」を幼児音で発音する。
子どもが自発的に使用するサインが急に増え
てきたような気がする。
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のサインをする。Ｂ児も“電車”のサインを
する。さらに「アッ、デンチャ」と言いなが
らＢ児がサインをすると母親もサインをする。
母子で“電車”のサインをしあう。Ｂ児が自
分の頬を指で突くと母親も真似をする。番組
が終わると母親が“バイバイ”のサインをす
る。テレビの中の体操の動きをまねる。母親
が「手を洗ってくる？」と言って“手を洗う”
サインをすると真似をする。絵本にシールを
貼る（自動車の絵に自動車のシールを貼る）。
これは絵とそれを表すシールとの一対一対応
である。
　母親が「何か欲しいの？ジュが欲しいの？」
と尋ねると「ジューチュ」と答える。ジュー
スを持ってくると“いただきます”のサイン
をし、母親も続けて“いただきます”のサイ
ンをすると飲み始める。飲み終わると“ごち
そうさま”のサインをする。生後24か月目は、
ベビーサインを使った母子のやり取りが豊か
になり、お互いのサインに応答する様子が多
く見られている。また言葉で意思を伝える場
面も見られるようになってきた（Table 4・
5参照）。
　日常的に母子間で使用されるベビーサイン
の種類も生後20ヶ月時点の次に多い（Table 
2参照）。
母親談：文章のような話し方になってきた。
聞かれたことに対して指さすことができるの
で言葉にはなっていなくても理解していると
母親は感じている。物の名称（ちょうちょ、靴、
電車、バスなど）を発語することができる。
KIDS：子ども同士で追いかけっこをする
（KIDS対子ども社会性結果）
生後25ヶ月
家庭訪問時：母親は動物の出ている絵本を見
せながらそれぞれの動物のサインをする。Ｂ
KIDS：物の名前を聞いてその絵を指摘する
（KIDS言語理解の結果）高い低いがわかる
（KIDS概念の結果）自分より年下の子どもに
ちょ っか い を 出 す、 電 話 ごっこ が で き る
（KIDS対子ども社会の結果）
生後24ヶ月
家庭訪問時：「ママは？」と問われると母親
を指さす。テレビを見ながら母親が、登場し
てくる動物のサインをＢ児に示す。「子猫ちゃ
んだって」と母親がＢ児に話しかけると“猫”
のサインをする。外で犬の鳴き声が聞こえる
とリアルに「ウォンウォン」と発声する。Ｂ
児は、ぬいぐるみの上に乗った途端にひっく
り返ると“痛い”のサインをする。その場面
を見ていなかった母親は「うん？イタイイタ
イ？」と言いながら“痛い”のサインをする。
母子でカーテン越しにイナイイナイバーをし
ている時に屋外に咲いている花を見て、Ｂ児
は母親に対して“花”のサインをする。それ
を見て母親も“花”のサインをする。テレビ
番組が終わると母親が“バイバイ”のサイン
をするとＢ児も“バイバイ”のサインをする。
テレビに鳥が映ると自発的に“鳥”のサイン
をする。太鼓が映ると“太鼓”を打つ身振り
をする。母親もそれを見てＢ児の身振りをま
ねる。
　Ｂ児がぬいぐるみを抱き上げると母親は
“赤ちゃん”のサインをしながら「昨日、赤ちゃ
んいたね」「やきもち焼いていたね」と言う。
Ｂ児がテレビを見ながら「ナニ？」と尋ねる
と母親は「あっ、星だ、星だ」と応答する。
番組が終わると“バイバイ”のサインをする。
母親も“バイバイ”のサインをする。番組が
終わってしまったので、Ｂ児はテレビを指さ
して（もっと見たいと）地団太を踏む。テレ
ビの次の番組に電車が映ると母親は“電車”
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児が絵本を閉じたところで母親は「おしま
い？」と尋ねて“おしまい”のサインをする。
それに対してＢ児は「いらない」と言う。ミ
ニカーを連結して遊ぶ。身体の部位について
母親が「お鼻どれ？」と尋ねると自分の鼻を
指さす。10秒後にもう一度母親が「お鼻ど
れ？」と聞くとＢ児は「アナ？」と言いなが
ら少し手を広げて“花”のサインのようなし
ぐさをする。母親は「お花？」と言いながら
“花”の明瞭なサインをする。Ｂ児は、今度
ははっきりと“花”のサインをする。「お鼻
だよ」と母親は言いながら自分の鼻を指し示
す。Ｂ児は自身も自分の鼻を指す。
　「咲いているお花は？」と母親は言うが、
Ｂ児は鼻を指し続ける。鼻と花という同音異
義語について、母子でサインを用いてやり取
りをしている。
　Ｂ児が「ジュ」と言うと母親は「ジュース？
じゃあ持ってくるからここにいて」と言って
ジュースを取りに行く。リンゴジュースを飲
んでいる時に母親が“おいしい”のサインを
するとＢ児もサインをする。母親が「リンゴ
リンゴ」と言うとＢ児は“リンゴ”のサイン
をする（Table 4・5参照）。
母親談：三語発話ができるようになり、「アッ　
パパ　ダー」と言うように名詞にアッとダー
が付くようになった。
生後26ヶ月
家庭訪問時：救急車のことを「キューキュー
キュー」と言う。
　母親は「バナナ食べる？」と言いながら“バ
ナナ”のサインをする。Ｂ児は“食べる”サ
インをする。バナナを見ながら母親が「バナ
ナ食べる？」と言いながら“バナナ”と“食
べる”のサインをする。それに対してＢ児も
“バナナ　食べる”と二語発話的なサインで
応答する。「いただきますは？」と促され“い
ただきます”のサインをする。母親が「おし
まい？」と言いながらサインをすると首を横
に振る。もう一度発語とサインで「おしま
い？」と尋ねると「イー」（イヤダ）と言う。
バナナはないのでその代わりにオレンジ
ジュースを飲ませようと、母親が「オレンジ
ジュース？」と言いながら“オレンジ”のサ
インをするとＢ児もオレンジのサインをする。
色名のサインが出現したのは初めてである。
「お花は？」との質問に、Ｂ児が“花”のサ
インをした後、母親が「お目目は？」「お耳
は？」と尋ねる。それらに対してはＢ児は適
切に指さしをするが、「お鼻はどこ？」と尋ね
ると“花”のサインをする。鼻と花について
混乱している（Table 4・5参照）。
　二語発話的サインはＢ児も母親も自然に
使っている。
母親談：言葉は明確ではないが一日中しゃ
べっている（声を出している）。
KIDS：赤、青、黄、緑の全てが正しくわか
る（KIDS理解言語結果）。２語文を言う。５
語以上の言葉を使いわける（KIDS表出言語
結果）。友達とけんかをすると親に言いつけ
にくる（KIDS対子ども社会性結果）。
生後27ヶ月
家庭訪問時：「パパ　イナイ」などの二語発
語も発音が明瞭になってきている。トイレッ
トトレーニングができてきている。個々のミ
ニカーに「アマニ」「アママ」など自己流で
命名し遊ぶ。「デンシャーラ」と言って両手
を上下に動かす。母親は「電車はこうだよ」
と言いながら正式の“電車”のサインをする。
それでもＢ児が何回も先程と同じ動作をする
ので母親もその動作をまねる。おもちゃを片
付け終わった時に母親が「おしまい」と言う
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べる”）となる（Table 2参照）。これらは集
団保育で頻繁に使われるベビーサインである
（赤津, 2013b参照）。
生後31ヶ月
家庭訪問時：Ｂ児は、ミカンを母親がより分
ける時に“食べる”のサインを、母親から「リ
ンゴのサイン、覚えている？」と言われ、“リ
ンゴ”のサインをする（Table 4・5参照）。
数人の友達の名前を言う。「おはよう」「こん
ばんは」「お茶」「ミカン」「ありがとう」「カッ
ポ（空っぽ）」など、母親とは、ほとんど言
葉でコミュニケーションを図ることができる。
母親がクッキーを取りに台所に行くと「クッ
キー」、「来るよ」と発語する。「クッキー　来
るよ」と言うように続けて言う二語発話では
ない。「アンパンマン　イタイイタイ」と２
語発話で話す。「どうぞ」と言われると「ア
リガトウ」と答える。
母親談：ほとんどサインをしなくなった。目
についたもの、聞こえたものについては声を
出して発語する。例えば自動車が通ると「ミ
キサー車」、「救急車」などと言う。テレビで
やっていた手話を真似した。
２）まとめ
　生後14ヶ月から16ヶ月では母親がベビー
サインをＢ児に提示してもＢ児はほとんど無
反応であった。生後19ヶ月以降、徐々に自
発的にサインを使用するなど、Ｂ児が応答す
るようになると母親もやりがいを感じて積極
的にベビーサインをＢ児に提示するようにな
る。母親は、初期には日常生活の流れやＢ児
の興味、関心とあまり関連性がないところで
ベビーサインを提示していたが、生後19ヶ
月以降、次第に母子間のやり取りの脈絡に
沿った提示の仕方をするようになる。また母
とＢ児は“おしまい”のサインをする。
　発語、発声の方が優位になり、サインは出
現頻度が減っている。
母親談：母親はＢ児が話せる単語が増えてき
たと感じている。母親が物の名称を教えると
すぐに覚えて使う。新しいサインは増えてい
ないが、前から覚えているものは使っている。
KIDS：大きい・小さいがわかる（KIDS概念
結果）
生後29ヶ月
家庭訪問時：物品の複雑な色名を答えられる
（桃色・青・水色・灰色・橙など）。母親が、
リンゴをどこで食べるか尋ねると「アッチ」
「コッチ」と言いながらテーブルまで移動する。
リンゴを食べている時に母親が「もっと？」
と尋ねると“もっと”のサインをする（Table 
4・5参照）。
　テレビ番組が見たいものではないと「ナイ
ナイナイ」と言いながら仰臥して怒る。
母親談：サインと言葉を同時に使っているこ
とがある（例えば「ブーブーブー」と言いな
がら“自動車”のサインをする）
KIDS：食べ物の名前が９つ以上正しくわか
る（KIDS言語理解結果）。友達の名前が言え
る（KIDS対子ども社会性結果）
生後30ヶ月
家庭訪問時：今までは救急車は「キューキュー
キュー」だったが、幼児音が消えて「キュー
キューシャ」と初めて言える。「ミカンダ」
とＢ児が言うと母親は「ミカンじゃない。柿」
と訂正する。母親に対して「マタネ。バイバ
イ」と言いながら手を振る“バイバイ”のサ
インをする（Table 4・5参照）。
　日常的に使うサインの種類は初期の頃に近
い７種類（“もっと”“バイバイ”“おしまい”
“いただきます”“ご馳走様”“おいしい”“食
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親自身もベビーサインに習熟してきて、言葉
を添えながら自然にスムーズに提示できるよ
うになる。それに従って子どもの使用するベ
ビーサインも増えていく。
　一語発話、二語発話的ベビーサイン、二語
発話、三語発話については、Ｂ児においては
Ａ児よりも発現時期が遅いだけで、Ａ児と同
じ発現順序となっている。二語発話的ベビー
サインは母親が生活の中で使うことにより強
化される。
　実際に数日前に実物を見たり、絵本の犬の
絵を見たりした直後に、母親が言葉を添えて
犬のサインを提示するという経験を何回かし
た後の、生後14ヶ月時の家庭訪問時には、
Ｂ児が初めて犬のサインを用いた場面が観察
され、Ｂ児にとっての犬というものの概念化
の過程が可視化された。
　Ｂ児では、話し言葉の習熟に伴ってベビー
サインは減少していき、最後に残った７種類
のサインは家庭だけではなく、集団保育とい
う環境においても基本的な、日常生活でよく
使うサインであった。
　ベビーサインは、おとなから発語と共に提
供され、子どもはまず無言でサインを使うよ
うになる。生後25ヶ月の時点では、Ｂ児は“花”
のサインを生後23ヶ月から理解し使用してい
るので、花についての概念化はできている。
一方、Ｂ児にとって鼻は概念化の過渡期にあ
り、花と発音が同じであるということに混乱
している。この同音異義語の理解、所記と能
記の理解の発達に関しては、今後の課題とし
て考えていきたい。
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